
地
域
経
済
は
労
働
力
不
足
、
後
継

者
不
足
に
な
り
縮
小
す
る
。
医
療

・
福
祉
・
介
護
分
野
に
お
い
て
は
、

需
要
が
増
す
が
人
手
不
足
。
教
育

・
子
育
て
分
野
は
、
学
校
統
合
が

進
み
、
遠
距
離
通
学
を
余
儀
な
く

さ
れ
る
。
交
通
・
住
宅
分
野
は
、

公
共
交
通
も
運
営
難
に
な
る
。
ま

た
空
き
家
も
増
え
る
。
市
の
財
政

も
税
収
は
減
少
し
、
公
共
施
設
は

運
営
難
に
な
る
。
さ
ら
に
、
市
の

職
員
も
削
減
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
市
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
が
行

き
届
か
な
く
な
る
。
地
域
社
会
（
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）
に
お
い
て
も
、
地

域
活
動
の
担
い
手
不
足
や
共
助
機

能
の
低
下
が
考
え
ら
れ
る
。

こ
う
い
う
状
況
下
に
お
い
て
も
、

安
心
し
て
生
涯
暮
ら
し
続
け
ら
れ

る
地
域
を
つ
く
る
に
は
、
ど
う
す

れ
ば
い
い
か
。

市
は
、
そ
の
対
策
と
し
て
、
つ
ぎ

の

点
を
掲
げ
た
。

3
地
区
と
行
政
の
「
協
働
」
を

①
推
進

こ
れ
ま
で
の
行
政
主
導
型
か

ら
協
働
型
へ
変
え
る
。
地
区

と
行
政
は
、
お
互
い
が
支
え

合
い
補
完
す
る
パ
ー
ト
ナ
ー

と
し
て
協
力
し
課
題
の
解
決

円
／

5
2
,
0
0
0

ha

概
算
負
担
額

計

円
／

2
7
2
,
0
0
0

ha

当
会
の
所
有
林
は
、
特
に
震
災
後
、

分
収
林
の
伐
採
箇
所
が
増
大
し
て
お

り
、
か
つ
、
伐
採
後
返
還
も
し
く
は

返
還
が
予
定
さ
れ
て
い
る
の
で
森
林

整
備
事
業
は
年
次
実
施
計
画
に
基
づ

い
て
整
備
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

（
２
）
将
来
の
ビ
ジ
ョ
ン
等
の
検
討

森
林
組
合
や
県
・
市
の
林
業
部

局
か
ら
有
識
者
を
招
聘
し
、
伐

採
後
の
山
林
の
利
活
用
に
つ
い

て
意
見
を
聞
き
、
有
効
な
活
用

方
法
を
検
討
す
る
。

２
．
末
崎
版
「
東
日
本
大
震
災
大
津

波
記
録
誌
」
の
編
纂

東
日
本
大
震
災
大
津
波
の
記
憶
・

教
訓
を
「
明
日
の
世
代
へ
」
伝
え

繋
ぐ
た
め
「
末
崎
版
記
録
誌
」
の

編
纂
に
取
り
組
み
ま
す
。

３
．
町
内
の
教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
活
動
等
の
進
展
に
資
す
る
助
成

「
末
崎
町
公
益
会
新
役
員
決
ま
る
」

役
員
改
選
に
伴
い
、
総
会
後
の
理

事
会
に
お
い
て
、
次
の
新
役
員
を

互
選
し
た
。

理
事
長

新

沼

眞

作

副
理
事
長

村

上

征

一

（
事
務
局
長
）

書

記

大

和

田

初

男

会

計

菅

野

一

監

事

菊

池

忠

司

大

和

田

東

江

★
「
パ
ソ
コ
ン

よ
ろ
ず
相
談
」

日

時

月

日

8

4

（土）時~

時

13

16

場

所

ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

２
階
会
議
室

パ
ソ
コ
ン
操
作
で
お
困
り
の
方
、

さ
ら
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
た
い

方
、
ど
う
ぞ
お
い
て
下
さ
い
。

★「
親
子

も
の
づ
く
り
教
室
」

日

時

月

日

8

5

（日）
時
～

時

10

12

場

所

居
場
所
ハ
ウ
ス

今
年
は
、
水
鉄
砲
と
竹
で
カ
ブ
ト

虫
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。
親
子
で
挑

戦
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

★「
草
月
流
生
け
花
」
教
室

＊

月
は
お
休
み
と
致
し
ま
す
。

8

大
船
渡
市
が
主
催
す
る
「
地
域

づ
く
り
懇
談
会

」
（
末
崎
地
区
）

は
、

月

日
夜
、
ふ
る
さ
と
セ

7

3

ン
タ
ー
で
地
区
公
民
館
運
営
委
員

を
対
象
に
開
催
さ
れ
た
。
市
は
こ

れ
ま
で
の
地
区
公
民
館
の
あ
り
方

を
見
直
し
、
地
区
の
諸
課
題
は
、

地
区
で
解
決
を
図
る
地
域
運
営
組

織
を
つ
く
り
、
可
能
な
限
り
地
区

（
市
民
）
で
解
決
す
る
。
地
区
で

で
き
な
い
こ
と
は
、
市
（
行
政
）

が
や
る
と
い
う
、
地
区
と
市
が
協

働
し
て
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

を
行
う
仕
組
み
に
し
た
い
と
い
う

考
え
を
示
し
た
。

大
船
渡
市
の
人
口
は
平
成

年
30

月

日
現
在

人

6

30

3
6
,
8
0
5

で
あ
る
が
、
国
立
社
会
保
障
・
人

口
問
題
研
究
所
の
推
計
に
よ
れ
ば
、

平
成

年
に
は

人

42

2
9
,
9
6
3

に
減
少
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
末

崎
町
に
お
い
て
も
、
人
口
は
平
成

年

月

日
現
在

30

6

30

4
,
1
1
9

人
で
あ
る
が
、
半
年
前
に
比
べ
て

人
も
減
少
し
て
い
る
。
大
震
災

77後
の
平
成

年
か
ら
平
成

年
ま

24

29

で
の

年
間
で

人
の
減
少
、

6

3
2
2

毎
年

人
減
少
し
て
い
る
こ

5
3
.
7

と
に
な
る
。

こ
の
人
口
減
少
と
進
む
少
子
高

齢
化
等
に
よ
っ
て
、
こ
れ
か
ら
の

 

末崎町の石碑・祠・神社(12)
12 お地蔵さん（地蔵菩薩）について ~ その 1
(1) 地蔵菩薩とは
お地蔵さんは、正式には地蔵菩薩のことであり、悟り

を求めて努力している姿を示し、既に悟りを得た如来の
見習い的な位置を占めています。
お釈迦様の死後、弥勒菩薩が如来に出世するまでの無

仏世界において、濁悪の世界から衆生を救済することを
委嘱された菩薩です。
像容は、剃髪した比丘形（びくけい）と長髪の菩薩形

とがありますが、当地方ではほとんどが比丘形でありま
す。持ち物は、右手で錫杖（しゃくじょう・鉄の杖）を
持ち、左手で宝珠（ほうしゅ）を持つものが多いです。
日本には奈良時代に伝わっていて、中国的要素をもっ

た死者の裁判官である十王と結びつき、地獄をはじめと
する六道救済のほとけとして信仰を集めました。その代
表が六地蔵です。また民間信仰とも結びつき、地蔵盆の
発達とともに子供を守る庶民のほとけの代表となってい
ます。

船河原通岡峠、三体の内真ん中がお地蔵様、稲子沢家で建立

の
諸
課
題
に
対
応
し
て
き
た
。

そ

れ

を

今

後

は

市

長

部

局

に
移
管
し
窓
口
を
一
本
化
す

る
と
と
も
に
各
部
署
と
情
報

を
共
有
し
て
地
域
運
営
組
織

の
要
望
に
応
え
る
。

<

地
域
運
営
組
織
の
あ
り
方>

地
域
運
営
組
織
の
形
態
や
取

り
組
み
は
地
区
の
実
情
に
応
じ

色
々
な
形
が
あ
る
の
で
、
各
地

区
は
若
い
人
か
ら
お
年
よ
り
ま

で
各
階
各
層
の
人
た
ち
、
さ
ら

に
専
門
家
も
交
え
た
「
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
」
で
考
え
て
最
も
望

ま
し
い
と
思
わ
れ
る
も
の
に
す

れ
ば
い
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
雛
形

は
な
い
と
し
て
い
る
。

地
域
運
営
組
織
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
は
、
す
で
に
、
一
関
市

（
市

民

セ
ン

タ

ー

）
、
奥

州
市

（

地

区
セ

ン
タ

ー

）
、

北
上
市

（
交

流

セ
ン

タ

ー

）
、
釜
石

市

（
生
活
応
援
せ
ん
た
ー
・
地
区

公

民

館

）
、

陸

前
高
田

市
（

コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
・
地
区

公
民
館
）
な
ど
が
行
っ
て
い
る
。

（

注

）
「

地

域
づ

く
り

」
と
か

「
地
域
運
営
組
織
」
の
地
域
と

は
、
現
在
の
地
区
の
こ
と
で
あ

る
。「

末
崎
町
公
益
会

平
成

年
度
事
業
計
画
」

30

末

崎

町

公

益

会

は

月

6

25

日
、
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
通
常
総
会
を
開
催
し
、
平

成

年
度
の
事
業
計
画
を
次
の

30
と
お
り
決
定
し
た
。

１
．
分
収
林
伐
採
後
の
整
備

及
び
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
等
の
検
討

（
１
）
制
度
（
補
助
事
業
）
活

用
に
よ
る
造
林
計
画
の
取
り
組

み
森
林
整
備
事
業
の
補
助
事
業

と
し
て
「
森
林
環
境
保
全
直

接
支
援
事
業
」
が
あ
り
、
こ

の
制
度
を
活
用
し
て
、
公
益

会

所

有

山

林

の

整

備

を

図

る
。

こ

の

事

業

を

導

入

し

造

林

計

画
を
行
う
場
合
、
概
算
負
担

額
（
試
算
）
は
、
次
の
と
お

り
で
あ
る
。

・
人
工
造
林
事
業
（
地
拵
え
、

植
付
け
、
苗
木
代
）

円

／

2
0
0
,
0
0
0

ha

・

下

刈

り

（

刈

払

い

）円
／

2
0
,
0
0
0

ha

・

鳥

獣

害

防

止

施

設

（

防

護

ネ

ッ

ト

設

置

）

4
0
0
m

を
図
る
。

地
区
は
地
区
で
で
き
る
こ
と
を

実
施
。
行
政
は
行
政
で
し
か
で

き
な
い
こ
と
や
地
区
が
で
き
な

い
こ
と
を
実
施
す
る
。

地
区
の
体
制
を
強
化

②
多
様
な
担
い
手
を
取
り
込
ん
だ

地
域
運
営
組
織
の
形
成
。
地
域

活
動
の
担
い
手
不
足
が
懸
念
さ

れ
る
の
で
、
子
育
て
世
代
、
若

者
、
女
性
、
働
き
盛
り
世
代
、

地
元
企
業
、

法
人
、
市

N
P
O

民
活
動
団
体
等
を
取
り
込
ん
で

の
組
織
の
強
化
を
図
る
。
併
せ

て
後
継
者
の
育
成
を
行
う
。

「
地
域
運
営
組
織
」
と
は
、
将

来
に
わ
た
っ
て
暮
ら
し
続
け
ら

れ
る
よ
う
に
、
一
定
の
区
域
の

住
民
が
主
体
と
な
っ
て
地
域
課

題
の
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み

を
行
う
組
織
の
こ
と
で
あ
る
。

協
働
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し

③
て
市
の
体
制
を
強
化

大
震
災
後
、
市
は
社
会
教
育
・

生
涯
教
育
関
係
に
つ
い
て
は
教

育
委
員
会
、
地
区
の
ま
ち
づ
く

り
（
地
域
づ
く
り
、
防
犯
、
防

災
、
交
通
、
助
け
合
い
等
）
に

つ
い
て
は
、
企
画
政
策
部
企
画

調
整
課
（
市
長
部
局
）
が
そ
れ

ぞ
れ
地
区
公
民
館
と
連
絡

調

整
を
図
り
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

こ
れ
か
ら
の
地
域
づ
く
り
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